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最後の1+を過ぎると、右前方より後立のモル

ゲンローテに輝くlh々 が目に飛び込んできた。

ようやく明けてきた空だがはっきり青空とわか

る。ほどなく国道を右に入り、急坂を登ってい

くと、アルプス館の駐車場に着く。長浜を出て

5時間余り。「あ―やっと着いた」と一息。無

事に着いたことより、く天気 。道路状況とも間

題なく、これてみんな無事に集まってこられる>

という安堵の方が大きかった。

今年の2月 11。 12日 の両日、我が盤期は懐か

しの自馬 `乗鞍スキー場にて同期会を行った.

我々の現役の頃刑躙していた自樺館 :ま経営者も

変わり、例のく離れ>も今はパン屋さんになっ

ている。で、現駐霧躍助Ⅲl用 しているア′ンプス

館にお願いしてみたが         |
「シーズン中の連体は貸切でないと困る」

ということなので、器期だけでは足りず、21・

2期の長野近辺の先輩達にも参加を呼び掛けた。

結果的に21-器期の合同同期陰になったわけで、

いつもの同期会とは趣向が違って、先輩を回ん

でいろいろ懐かしい話ができて、これもまたい

いものであらた。

"期
は金沢在住者が数名いるせいか、機のつ

ながりが強ぃようで、同期会も何度かやってい

る。最初の喚動 い会と称して、度 金々沢

に召集がかからた・してその後も自由登山や、2

年の時亡くな●■鈴木信司の10回忌静岡ツアー

などがあらだ::そ しそ前回lよ 富山在住者が主

体となって立山山麓ツアーが行なわれ

「次回は関西が何かやれ !」

ということになって、今回のスキーツアーにな

った次第である。ただ、今回はスキーというこ

とで、まだ我々の世代の子供達には少し早かっ

たようで、嫁さん 。子供を連れてきてるのが少

なく、よけい人数不足になってしまった。もう

何年か後にやると家族ぐるみで参加てきるスキ

ーッアーになるかもしオLない。

lL'日 '2日 冒ともスキーは各自ツリーにと′

て団体行動をとらず、夕方宿集合、翌期解散と

したので、メインは必然的に宿での宴会になっ

た。とはいえ、普通ならスキーできないのにこ

こまで来る者はいないのだ力ヽ 当日披露宴が入

ってしまった宮西と所用で来れないという晃成

は、夜車飛ばして 2次会?には参加してきたし、

督づ静電璽動はドクターストップ市の島越も

「宴会は出るJ

と言って参加してくれた。このあたりがお期連

中のすごいところだと思う。次回は再び金沢部

隊がやるらしいので、fFTを企画してくれるのか

今から楽しみである。

ちなみに、自馬・乗鞍、コルチナのゲレンデ

情報を少々。我々の現役の曖の自馬 ,乗鞍はフ

ングルボンチョやWヤ ッケがよく似合う超マイ

ナーなゲレンデだったが.今はかなり様相が違

う。シングノ1/ばかりだったリフトは、高速ペア・

トリプルギクワッドに変わり、長さも長くなっ

ている。ゲレンデそのものも、横に上に大きく

広がっている。ポロボロの本造レス レ ウヽスも

2-3年前に新築になったし、かなリメジャー

になりつつある。昔に比べれ:よ 人は増えた力ヽ

それでも栂池や八方尾根程多 くないので、いま

だに穴場的存在なのではないだろうか.北廻り

で4予 くと最初のゲレンデだし、若栗の繭隣には

日帰り無料駐車場もあるし、長野コ輪に向けて

国道の整備もかなり進んだ (大仏峠越えもトン

ネルになりました)ので、近辺の方、懐かしの

ゲレンデで一度滑ってみてはい力功 でヽしょう力、
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24期同期会報告および次国開催の案内

私達24期は、35周年記念総会 懇親会で久し

振りに会つたのを契機として、その翌年 (94年

〕から同期会を開いています。
94年はワングルOBら しく中央アルプスに行

くことを計画し、多くの人の参加をよびかけま

した。ところがよびかけ力襲く て日程の都合が

つかなかったり、「年をとって山に登る自信が

ない Jなどといつたきわめてジジくさい理由な

どから参加者わずか 5人という寂しいものとな
つてしまいました (も っとも参加者からは、
「久し振りに由に登って面白かつた」とか「不

安だつたが、まだ山に登れる体力があることが
わかつて自信になつたJと いう一定の評価は得

られていましたが )。

そこで95年は前年の反省の上にたち、鹿島槍
の麓にある青木湖キャンプ場で1泊 2日のキャ

ンプをしました。 8月 19・ 20日のことです (参

加者は最後に記載してあります)。

集合は19日椰時現地としたので、おおむね近
いものから順に到着し、めいめいテントを設営
してゆきました。

特徴的なことは、みなが持つてきたテントの

ほとんどがダンロップ (1つだけ別のテントだ

ったがそれもエスパース)と いうことでした。

私達が現役の頃はまだあの「重くて立てるのが

めんどうな三角テント」が主流で、ほんの少し

だけあつた1エスパースゃダンロップは表望に近

い気持ちをもつていましたから、それがこんな

ところに反映さオしたのかもしれませス′。

テントを張ってから何をしていたかというと

これ力切手段何をす.る というわけではなく、酒を

飲んで四方山話をしていまL′た。黒岩君がカヌ
ーをもってきたのですが、これも年をとつてみ

んな保守的になつたのか、「これはひっくり返
るかも知れないなぁ l「水、冷たいしなあJと
よきつぶつ言って誰1)乗ろうと|ま しない、せっか

く持ってきてくれたのに中し訳なしも辞だが、
しかじ後にカヌーはたしソ、ん役に立つことにな

るのである。

さて卒業後10年余りにもなると、体型および
頭髪のほうにも各人かなりの差がでてきます。
事細かに書きますとなにぶん支障がaき ます
ので、あいまいに書いておきますと・・・

,

参加者大人九人́のうち、女性二名と男二名は

体重・体型・頭髪の点で学生時itと ほとんど変
わりがありません (女性については、さすがに

体重を聞<こ とはいたしませんでしたが、体型
が変わつていないのでそういうことにしておき
ます )。 後は「若干体重が増えたかなあ」とい

うの力i二名。「かなり増えたなあ」というのが
一名。髪の毛の減少に反比例するかのように
「メチャメチャ体重増えたなあ、これでむかし
山に登っていたなんて信じられない」というの
が二名。ちなみに最後の二人の体重を合計する
と 270kgで、これにはみんな笑わせてもらいま
した。

つぎに子供たちについて。最初、子供たちが
仲よくしてくれるか少し心配でした。親同歯は
1日知のあいだがらとはいえ、子供たちはみな初
対面。そんなわけで初めは子供たちも少しよそ
よそしそうでした。が、親同tが一緒に飲んだ

くれているのを見て安心したのか:も ともと千

供の適応能力が高いのか、あっという間に仲よ
くなつてしまい、＼民を放ったらかしにして子
供は子供同まで遊んでいました。伸がいいのは
結構なのですが、なれてくると子供達もだんだ
ん悪123こ とをしはじめるようになり、あげ<に
は食器を湖に流し′てしまったのです。

それで食器を拾いにいかないといけないわけ

なのですが、これが岸から:よ とても昼かないと
ころまで,充さオtて いってしまいました。そんな
わけで黒岩君がヘットライトを頭につけ、食器
を取るためにカヌーて真つ暗な青木湖にはいっ

ていつてくれました。さすがιこカメーはえらい

もので、あっというまに食器のところまでたと

り若き、無事にこれらのものは回収されました。

食器力攣 事に回収されたときは、みんな ―――

さつきまでカヌーをないがしろにしてきたこと
も忘れて 一― 「黒岩ぁ、カメーつていいもん
だなお―」と言って黒岩君をたたえたのであり
ました。

軒踊雛 票:簿議象た慧
いつのまにかアベックになつてしまい者もいて、
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この子たちは大人および他の子供をないがしろ



にして二人́の世界をつくりあげ、暗闇のなかに

消えていつてしまうのでし′た (単にOL力)女子

大生かわからないけれど、そこのグルニプのと

ころにいつてかわい力ゞつてもらつていたという

だけのことですが )。 この二人はその後も「一

緒に寝る」だの、温泉では (後述)「一緒にお

風呂に入る」だのと言いだし (実際に温泉では

二人とも男風呂でなかよく温泉に入つていまし

たが )、 大人達もすつかりあされはて、好きな

ようにさせておきました。

この日は、その後花火などして遊び、いつの

まにか寝て tノ まいました。

次の日、早い者は 5時<らいから起きはじめ、

湖をながめながら色々と雑談をし、黒岩君はカ

ヌーに乗つて青木湖にでかけ (あれくらい自由
にカヌーがあやつれたら面白いだろうなと思い

ます )、 他の者も次第に起きはじめました。
みんなで朝御飯をつくり、その後テント場を

あとにしました (写真は出る直前のものです )。

青木湖を出てからは、大町温泉群に風呂に入り、

その後昼食を取り、来年の再会を約束して別れ

たのでした。

さて前述の子供カップルですが、大人達の間

では「これだけ仲がいいと男lllLる ときも『一緒

`J畢

る』などと言つて困らせるのではないか ?」

と心配するむきもあったのですがこ万り■ぎわに

は二人とも「バイバイ」と言つてあつけなく男リ
れたのでした。

さて24期の人達への来年の案内です。

年月遭童喜ぶ芽]讐ぇ層菫暴臓禁墨苦意喜『?
それから決めていましたが、来年からお盆あけ
の上日に固定してしまうことになりましたので、
この場を借りて連絡しておきます。来年はおそ‐
、らく8月 24・ ?5日になると思います。場
所はまだ未定です:来年もキャンプにしようと
いう意見もありますがこ反面で「登れる体力が
あるうち

`ま

山にいきたぃ」とぃぅ意見もありま
すから。
また担当者のほうから連絡がいくと思います。

なお:連絡に対してせめて返事だけはお願いし
ます、往復ハガキで連絡しているのですから。

参加者は以下の通りです (50音順・敬称略・
年齢は当時 )

麻田 正 弘   壮馬 (そ うま)君 (3つ ?)

佳津子   拓馬 (たくま)君 (4つ )

加納 雅 之   佳奈 (かな)ちゃん(4つ )

慶 子   理沙 (り さ)ちゃん(2つ )

酒井 智 治   瞭 (り ょう)君 (4つ )

黒岩 達夫  坪井 陽典  仲村 正一
:樋由 隆樹 ("期 )
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